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研究成果の概要（和文）：大学学部留学生による日本語の講義理解の問題と要因、解決策を探るために、3種の人文学
系講義の表現特性を分析し、受講者の理解調査の結果との関連を分析した。
  表現分析では、14種の講義の｢談話型｣(尾括型2例、両括型3例、中括型9例)を分類し、｢日本語機能文型｣の検索結果
から、学部留学生の講義理解には、初級・中級文型からなる複文と話段の習得が必要なことが確認された。
  理解調査では、日本人学部学生と中国人・韓国人留学生のノート、要約文、インタビューにおける3種の講義の｢情報
伝達単位(CU)｣の残存傾向から、留学生は具体例や専門語に着目し、講義の談話型の把握が困難なことが検証された。

研究成果の概要（英文）：In order to explore the causes of and solutions to international undergraduate stu
dents' problems comprehending lectures, we analyzed the expressions in 3 humanities lectures, and their re
lation to results of comprehension-related surveys. 
   We classified each lecture into a 'discourse type' (final unifying type:2, initial and final unifying t
ype:3, middle unifying type:9), and results of a 'Japanese functional sentence pattern' search of 14 lectu
res showed that international students need to acquire elementary/intermediate pattern-based complex sente
nces and identify wadan 'grammatico-semantic paragraphs'. 
   A comparison (based on 'communicative units' (CU)) of Japanese and Chinese/Korean international student
s' use of lecture information in 3 comprehension surveys (lecture notes, summaries, interviews) showed tha
t international students focused on specific examples and technical vocabulary, and could not grasp the di
scourse type (overall structure) of the lectures.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1)日本語の講義の談話研究 
①日本語の講義の談話分析の必要性 
従来、日本の大学の講義研究は、大学教員 
の授業評価や講義の技術向上を図る応用研究
として展開されてきたため、講義の評価や表
現技術に偏っており、日本語の講義の談話分
析に関する問題意識が希薄で、講義者と受講
者の双方向性の強いコミュニケーションによ
る独話としての講義の談話の表現特性の解明
が不十分であった。 
②講義の談話の構造分析  
講義とは高度な専門的知識を主に音声言語
で伝達する行為であるが、長くて情報量の多
い講義の表現と理解の解明には、談話の構造
分析が不可欠である。 
③講義の談話の表現分析 
講義の談話の表現特性の分析方法について
は、佐久間編著(2010)で、講義の談話構造を
記述するのに有効な、 ｢情報伝達単位
(communicative units、以下、CU と略称する）｣
と｢話段｣という２種の分析単位を設定して、
日本語の人文学系講義の「談話型」を解明し、
講義の談話の表現特性を分析した。 
また、日本語教育に応用するために、本研
究で録画・録音した講義資料における「日本
語機能文型」の使用傾向を調査した。 
 
(2)日本語教育の講義理解の実態把握 
日本語教育の分野では、従来、講義が聴解
指導の中で扱われてきたが、必ずしも受講者
の理解の実態を踏まえたものではなかった。
そのため、講義の談話の構造類型や表現特性
と受講者(大学学部の日本人学生と外国人留
学生)の講義理解の実態との関連を把握し、大
学学部留学生の講義理解のための教材と教授
法の開発が要請されている。 
 
２．研究の目的 
留学生 30 万人受け入れ計画に伴い、日本国
内の各大学における学部留学生の大幅な増加
が見込まれている。本研究の主な目的は、大
学学部留学生による日本語の講義理解に関し
て、以下の二つの観点から、問題と要因を解
明し、講義の理解力を向上させるための効果
的な方法を提示することにある。 
 
(1)講義の表現面の分析 
「情報伝達単位(CU)」と「日本語機能文型」
に基づき、講義の「話段」と「談話型」を分
析し、講義の談話の表現特性を解明する。 
 
(2)講義の理解面の分析 
大学学部の中国人・韓国人留学生と日本人
大学生対象の３種の理解調査(受講ノート、要
約文、インタビュー)の分析結果を講義の談話
分析から検討し、問題点と解決法を考察する。 
以上の結果を踏まえて、学部留学生の講義
理解教育のための日本語機能文型と文章・談
話型に基づく教材と教授法を提案する。 

３．研究の方法 
日本語の人文学系講義の談話資料における
｢文｣・｢節｣、また、本研究で独自に設定した｢情
報伝達単位(CU)｣と「日本語機能文型｣に基づ
く｢話段｣と｢談話型｣を分析し、「中心文」と「主
題文」の｢日本語機能文型｣を解明する。 
また、上級日本語学習者の中国人・韓国人
留学生と日本人大学生による３種の人文学系
講義の３種の理解調査（受講ノート、要約文、
インタビュー等）の結果について、講義の｢原
話残存認定｣を実施し、学部留学生による日本
語の講義理解の問題と要因を分析し、その解
決方法を考察する。 
 
(1) ３種の人文学系の講義(A,G,H)の分析 
①２種の講義(G,H)の談話構造と表現特性
を主に、「話段」と「中心文」から分析する。
講義 Aは佐久間編著(2010)で分析してある。 
②講義(G,H)の｢主題文｣と｢中心段｣を分析
し、｢談話型｣を認定する。 
 
(2) ３種の講義(A,G,H)の理解調査における
原話の「情報伝達単位(CU)｣の残存傾向の分析  
①日本人大学生33名と学部留学生36名（中
国人 25 名、韓国人 11 名）を対象に、講義 A
の録画による理解調査を１回実施する。また、
日本人大学生 72 名、中国人留学生 63 名、韓
国人留学生 63 名を対象に、新たに収集する２
種の講義(G,H)の理解調査を４回実施する。大
学生と留学生から、３種の理解調査(受講ノー
ト、要約文、インタビュー等)のデータを収集
して、結果を分析し、相互の関連を検討する。 
②３種の講義(A,G,H)の受講ノート(AN,GN, 
HN)、要約文(AY,GY,HY)、インタビュー(AI, 
GI,HI)によるデータの｢情報伝達単位(CU)｣を
認定し、原話(A,G,H)の｢情報伝達単位(CU)｣
の残存認定を行う。パワーポイントのスライ
ドを用いた講義 Gは、スライドの CU を認定し
て、３種の理解調査の残存認定を行う。 
③上記②の「原話残存率」の統計的検定を
行い、講義(A,G,H)の談話の重要な情報を表す
文の「情報伝達単位(CU)」と「日本語機能文
型」を認定する。 
 
(3)受講ノート(AN,GN,HN)による過程的理解
の諸相と、要約文(AY,GY,HY)とインタビュー
(AI,GI,HI)による結果的理解の諸相を比較す
る。 
 
(4)３種の講義(A,G,H)の原話(映像・テキスト
ファイル・情報伝達単位)、３種の理解調査(受
講ノート、要約文、インタビュー)のデータを
電子化して、集団と個人別のデータ検索を可
能にするデータベースを構築する。  
 
(5)日本人大学生の理解調査から認定された
講義の重要な情報を表す「情報伝達単位(CU)」
と中国人・韓国人留学生の調査結果を比較し
て、学部留学生の講義理解の問題と要因を把
握し、解決策を検討する。 



４．研究成果 
大学の講義は教員・学生の双方にとって、
身近で切実な問題であるにもかかわらず、講
義の談話が日本語学の研究対象となることは
少なかった。 
佐久間編著(2010)では、講義の談話の表現
特性を分析し、日本人大学生を対象とした受
講者の講義理解の実態解明に着手したが、な
お多くの課題が残されていた。特に、講義者
が長時間話し続ける講義の開始・継続・終了
という談話展開が把握できないと、受講者は、
講義内容の要点をノートに取り、講義全体の
趣旨を正確に理解することができない。 
本研究では、講義の談話の展開的構造を動
態的に把握するのに有効な、４種の「分析単
位」（１．「談話型」、２．「話段」、３．「情報
伝達単位（CU）」、４．「日本語機能文型」）を
用いて、受講者が講義の談話展開を過程的に
理解する実態把握が可能なことを検証した。
方法論としては、文章理解の要約文研究で得
られた知見を講義の談話の表現と理解の分析
に導入して、講義の「分析単位」と「談話展
開」という二つの観点から、講義の表現特性
と受講者の理解の諸相を記述した。 
 
(1)｢談話型｣による講義の談話展開  
講義の「談話型」（談話構造類型）とは、佐
久間(1987)で提案した「話段」の統括機能に
基づく大小の話題が多重に展開する全体的構
造の類型であるが、佐久間編著(1989)の要約
文研究の「文章型」（文章構造類型）と同様に、
文章・談話の「主題」を表す「中心段」の出
現位置と頻度による６種類（頭括型・尾括型・
両括型・中括型・分括型・隠括型）がある。
最も高次の「大話段」（Ⅰ．開始部、Ⅱ．展開
部、Ⅲ．終了部）からなる講義の「談話型」
は、14 種の人文学系の講義に、「尾括型」２
例、「両括型」３例、「中括型」９例の３種が
認められた。 
講義の談話は時間の経過とともに展開する
が、受講者は、接続表現や指示表現等を手が
かりに講義の「話段」のまとまりを捉え、講
義の「談話型」の理解を、受講ノートと要約
文の「文章型」やインタビューの「談話型」
として再生する。講義の「談話型」とは、「大
話段」を構成する「話段」、「情報伝達単位(CU)」、
「日本語機能文型」等から認定される講義の
全体的構造の類型である。 
３種の講義(A「尾括型」、G「両括型」、H「中
括型」)の具体的な分析を通して、講義の「談
話型」とは、受講者の講義理解の諸相を講義
の表現特性と関連付けて解明する際の、有効
な分析観点となることが確認された。 
 
(2)｢話段｣による講義の談話展開 
 「話段」とは、佐久間(1987)の提唱する談
話の構成要素で、文章の「文段」に相当する
言語単位である。話段の相対的な内容のまと
まりは、１対の「提題表現」と「叙述表現」
からなる「題-述関係」の表す話段の「話題」

を統括する「中心文」と談話全体を統括する
「大話段」の「主題文」によって示される。
ある話段の中心文が他の話段をまとめて、大
話段を形成し、相互に統括し合うことにより、
講義の談話における話段の多重構造が生じる。
(1)の講義の「談話型」を決定する「大話段」
の構成要素である「話段」は、講義内容の「話
題」を表し、下位単位の「小話段」も「小話
題」を表す。 
３種の講義(A,G,H)の「話段」の多重構造を、
南(1983)の「談話の単位認定の手がかり」を
参考に分析した。また、受講者の理解を表す
要約文とインタビューのデータから、受講者
が話段を単位として講義内容を把握している
ことを確認し、論理的には対等のレベルにあ
るはずの原話の話段が、内容の抽象度や接続
表現の違いなどから複数の解釈を許容する
場合、受講者の話段の理解に揺れが生じる傾
向が認められた。 
 
(3)｢日本語機能文型｣による講義の談話展開  
「日本語機能文型」とは、早稲田大学日本
語教育研究センターで 1999 年より教材とし
て開発された、「日本語教育における学習項
目の中核に位置して、文章や談話を構成する
様々な文のしくみとはたらきを学習者に効率
よく習得させるための定型表現」（佐久間
2006）のことである。講義に使用された「日
本語機能文型」を分析する意義は、①日本語
教育の文型シラバスが講義理解に妥当かどう
かを検証する、②講義者の講義の個性やスタ
イルを捉える指標となりうる、③講義の談話
展開のマーカーを把握する際の基礎資料とな
ること等にある。 
14種の人文学系の講義における文型の使用
頻度の調査を通して、初級・中級文型に加え、
「ですね（間投助詞）」「というふうに（引用
形式）」等の講義の談話に特徴的な高頻度の文
型の習得が、講義理解に不可欠なことを示し
た。また、「てください」「ね」「ちゃう」等の
使用頻度に個人差のある文型の選択傾向が、
講義者の個性や講義のスタイルを示すことが
明らかになった。講義の談話展開を担う文型
として、「話段」の境界に特定の文型（話段開
始文の「たいと思う」「ていく」、話段終了文
の「ようだ」「てくる」など）が使用される傾
向が認められた。 
 
(4)｢情報伝達単位｣による講義の談話展開 
 ｢情報伝達単位(communicative units、以下、
CU と略称する）｣とは、佐久間編著（2010）
で、日本語の文章と談話の情報伝達度を測る
尺度として、講義の原話と理解調査(受講ノー
ト、要約文、インタビュー)のデータの分析に
用いた全 16 類 30 種の「分析単位」である。
「情報伝達単位(CU)」は、佐久間編著(1989）
以降の要約文研究で分析単位としての有効性
が検証された「原文残存認定単位(ZT)」を元
に、講義の談話特有の複数の単位を加え、再
編成したものである。受講者が講義のどんな



表現をどのように理解して再生するのかを数
値化し、講義の談話展開を担う重要な表現を
検証することを可能にするものである。 
 形態と意味の両面から認定される「情報伝
達単位(CU)」の分類基準と認定方法を確定し
た。この単位は、講義の最小の構成要素の単
語や文節を、より上位の節や文、話段、文章・
談話の全体へとまとめていく動態的な分析尺
度として有効であることが、講義の理解調査
の結果から検証された。 
 
(5)日本語の講義の談話分析の成果を日本語
教育の実践に応用する可能性 
講義の表現と理解に関する情報提供と意見
交換を行い、以下のような知見が得られた。 
①講義の表現分析では、展開と運用を重視
する「談話型」と「日本語機能文型」、および、
単位と構造を重視する「話段」と「情報伝達
単位(CU)」という両側面から総合的に分析す
ることにより、講義の談話展開の表現と理解
の諸相を解明しうるということが確認できた。
特に、本研究で独自に開発した CU の機能につ
いて、南（1983）の「フリ」や「話題」等の
分析観点を付与する可能性が見出された。 
②講義の理解分析では、講義が理解できな
い外国人留学生やノートが取れない受講者に
対して、本研究の成果をどのように活用する
かについて、日本人大学生と中国人・韓国人
留学生を対象とした３種の理解調査(受講ノ
ート、要約文、インタビュー)の分析結果から、
講義の談話展開の表現特性と講義理解の実態
把握との関連が解明されたことにより、日本
語教育における講義理解のための教材開発や
教授法への応用可能性が見出された。 
 
(6) 本研究初年度の平成 23 年度には、講義理
解の基礎的データの収集と整備のために、次
の①～⑦を実施した。 
 ①日本人大学生 33 名と外国人留学生 36 名
（中国人 25 名、韓国人 11 名）を対象とする
講義 A（60 分間）の理解調査を７月に実施し、
３種の理解調査（受講ノート、要約文、イン
タビュー）のデータを追加収集した。 
 ②新たに人文学系の２種の講義(G,H)(90分
間)を 10 月に収集して、日本人大学生 23 名と
外国人留学生 25 名（中国人 12 名、韓国人 13
名）による３種の理解調査（受講ノート、要
約文、インタビュー）のデータを収集した。 
 ③ ②で収録した鮮明な映像と音声による
講義(G,H)の録画を用いて、２月に日本人大学
生 49 名の３種の理解調査のデータを追加収
集した。 
 ④前年度までに収集した 12 種の講義
（A,B,C1,C2,C3,D,E1,E2,E3,F1,F2,F3）と新
規に収集した２種の講義(G,H)の文字化資料
の表記基準を統一した。  
 ⑤３種の講義(A,G,H)の原話と３種の理解
調査のデータの分析単位として、「文」「節」
「情報伝達単位(CU）」「文段」「話段」「文章型」
「談話型」の認定を行うとともに、各単位の

認定基準の一部を改訂した。 
 ⑥講義の談話の表現特性を分析するために、
｢日本語機能文型｣の分類と記述方法の一部を
変更したデータベースを検索し、全 14 種の講
義における｢日本語機能文型｣の学習段階(1～
8)別の出現傾向を分析した。また、｢節｣や「情
報伝達単位(CU)」等の他の分析単位との関連
について検討した。 
 ⑦３種の集団による３種の理解調査のデー
タの文字化資料を作成し、各データの分析方
法と相互関連について検討し、次年度以降の
本格的な理解調査の実施に向けて、データの
分析方法と作業分担を決定した。 
 
(7) 本研究２年目の平成24年度には、大学学
部留学生による人文学系講義の理解の問題を
解明し、その解決策を検討するための各種デ
ータの整理と調査結果の分析をした。 
①２種の講義(G,H)の３種の理解調査を７
月と10月に実施して、大学学部の中国人留学
生51名(21名、30名)、および韓国人留学生50
名(21名、29名)のデータを追加収集した。 
②前年度に収集した講義Aの３種の理解調
査のデータにおける講義Aの原話の「情報伝達
単位(CU)」による残存認定を行った。 
③ ②の結果に基づき、講義の「過程的理解」
(受講ノート)と「結果的理解」(要約文、イン
タビュー)という、受講者の理解過程の総合的
な記述が可能になり、「話段」や「談話型」
との関連が明らかになった。 
④３種の理解調査のデータの比較から、日
本人大学生と外国人留学生による講義理解の
実態を把握した。 
⑤講義の談話における「話段」の多重構造
について、原話の表現特性と受講者の理解調
査の結果から検証する方法を再検討した。  
⑥講義における学習段階別の全 799 項目の
「日本語機能文型」の使用傾向から、外国人
留学生の講義理解の問題と要因を解明した。    
 
(8) 本研究最終年度の平成 25 年度は、本研究
のまとめに向けて、①～⑤を実施した。 
①2013 年度日本語学会秋季大会（於：静岡
大学）で、ワークショップ「講義の談話の単 
位と展開」を主催して、研究代表者の佐久間
と研究分担者の石黒（司会）・渡辺・宮田・宮
澤の計５名が各自の分担した４観点から、「講
義の談話展開」を話題提供し、会場の参加者
たちとの有益かつ活発な情報交換を行い、「予
稿集」および「要旨」をまとめた。 
②平成 23 年度～25 年度の研究成果の一部
を『資料集』（pp.1-308）として印刷製本し、
研究代表者の佐久間と研究分担者の石黒・宮
田・宮澤・藤村、研究協力者の鈴木・田中の
計７名が各自の課題に関する分析を報告した。 
 研究代表者らによるこれまでの講義理解研
究において、外国人留学生の講義理解の問題
点として指摘されてきた、具体例や専門語等
の細部に着目するが、講義の「話段」と「談
話型」の全体的構造の把握が不十分だという



問題が、本研究の調査結果からも追認された。
また、本研究で新たに加えた受講後のインタ
ビュー調査により、日本人大学生と外国人留
学生による講義理解の実態と諸相がより正確
で具体的に記述できるようになった。 
③平成 23 年度～25 年度の研究成果の一部
を研究分担者の石黒が編集し、①の「予稿集」
の原稿を再録し、また、研究分担者３名と研
究協力者（国内･海外）６名による『論文集』
（pp.1-146）として印刷製本した。  
②で指摘した外国人留学生の講義理解の問 
題解決には、講義の談話構造と表現特性の分
析が不可欠であるが、『論文集』に取り上げら
れた「日本語機能文型」、「メタ言語表現」「接
続表現」等の解明により、講義理解のための
教授法や教材開発に対する示唆が得られた。 
④平成 23 年度～25 年度の研究成果と調査
結果の全資料を電子媒体の形で作成した。 
⑤３種の講義(A,G,H)の３種の理解調査の
データの統計的検定を行い、その結果を分析
して、②『資料集』と③『論文集』に、④の
資料の一部を掲載した。 
 
過去３年間にわたる本研究の実績報告を確
認し、今後の検討課題について整理した。 
特に、３種の講義(A,G,H)の録画を用いた３
種の理解調査の中で、現在、未処理のデータ
に関しては、今後も、データの分析と結果の
考察を継続し、講義理解の教材開発等も遂行
して、授業実践を重ねた結果を踏まえて、内
外の学会等で公開していく予定である。その
ための経費を確保するために、2014 年度の早
稲田大学の｢特定課題Ａ｣の研究助成を受けて、
本研究の課題を継続し、論文・著書・教材出
版等により発信していく準備を進めて、新た
なる講義理解研究の進展を図る所存である。 
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